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ハイパービーム®× 薄肉ウェブ設計技術 ProStruct® 建築分野
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日本製鉄独自の設計技術により、ハイパービームの特徴である薄肉ウェブ断面を耐震部材として活用し、
梁の軽量化を実現することができます。

■ 梁ウェブ薄肉化工法

×
ハイパービーム® 薄肉ウェブ設計技術

ハイパービーム®×薄肉ウェブ設計技術

従来設計による評価 本技術による評価

梁・床構造 早く・経済的 環境にやさしく・持続的強く・安全

本工法で規定する梁部材の設計を行うことで、梁の部材種別を向上させ、薄肉ウェブ断面活用により
鋼材重量・CO2排出量を削減することができます。

本工法は、地震時に生じるH形断面梁の局部座屈・せん断座屈の評価を精緻化する事で、H形断面梁が本来有する変形能力を
最大限評価（下図）し、従来設計では活用することができなかった薄肉ウェブ断面を耐震部材として使用することができます。

■ 梁端ウェブ補剛工法
梁端ウェブをスチフナで補剛する事で、部材種別FAあるいはFB相当の塑性変形能力を発揮します。
梁ウェブ薄肉化工法（無補剛）の適用範囲外の断面に対し、薄ウェブ化による軽量化を実現することができます。

ウェブ板単体で評価 H形断面一体で評価
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従来設計による変形性能の評価
（部材種別※：FDランク）

本技術による変形性能の評価
（部材種別※：FAランク）

※変形性能を評価する指標のひとつ。
　FAランクは変形性能の最高ランク、
　FDクラスは変形性能の最低ランク。

梁ウェブ薄肉化工法による鋼重削減の事例：

設 計

従 来 FA 318 1.00̶
置 換 FD 275 0.86FA

1000 × 350 × 19 × 32 （SN490B）
1000 × 350 × 16 × 28 （NSYP345B）

断面寸法
梁の種別 単位重量

（kg/m） 重量比従来（告示） 本技術
・梁の部材種別を向上（FD→FA）
・薄肉ウェブ断面を活用し、

重量を約14%削減！

ウェブを
薄肉化して
軽量化

局部座屈による最大耐力

変位 梁




